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京都高齢者生活協同組合くらしコープ

★暮らしの助け合いをひろげ、 安心と輝きの高齢社会をつくろう★

目次

あなたも総代に〔 〔

◀現物は同封しています。

2022( 令和 4) 年 10 月 19 日

京都高齢者生活協同組合組合くらしコープ組合員各位

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
選挙管理委員会委員長　 安田正志

第 2 回総代選挙について ( 公告 )

　京都高齢者生協協同組合くらしーブ総代選挙規約第 6 条に基づく第 2 回総代
選挙を、 下記の要領で実施することを公告します。

1　選挙区と定数
　  京都府全域を 1 選挙区とし、 110 名 ( 任期 2 年 ) とします。

2　 立候補及び推薦の受付期間
　2022 年 ( 令和 4 年 ) 年 10 月 19 日から同年 11 月 2 日 ( 水 ) までの間とします。

3　被選挙権
　　総代に立候補することができる組合員、 又は推薦されることができる組合員は、
　2022 年 10 月 18 日現在、 組合員として在籍する方。

4　立候補等の手続き等
　立候補される方、 推薦される方は、 立候補届け出用紙又は推薦届け出用紙を、
前項の期間内に選挙管理委員長に届け出て下さい。
　( 事務局に持参、 又は郵送で受け付けます。 11 月 2 日の消印有効。 )

5　投票日等
立候補者等が定数以内の場合は、 投票によらないで立候補者等全員を当選としま
すが、 定数を上回る場合は、 11 月 3 日に投票に関する公告を行い、 11 月 3 日か
ら 11 月 14 日の間に投票していただきます。
なお、 投票の方法は、 無記名連記制 ( 郵送 ) とし、 11 月 14 日に開票します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　

運
営
機
構
が
総
会
制
か
ら
総
代
会
制

に
変
更
さ
れ
て
2
年
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
総
代
を
つ
と
め
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

生
協
は
組
合
員
の
み
ん
な
の
組
織
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
が
、
最
大
限
反
映
さ

れ
て
こ
そ
の
組
織
で
す
。

2
年
間
つ
と
め
て
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
も
、
新
た
に
や
っ
て
い
た
だ
け
る

方
も
、
ふ
る
っ
て
立
候
補
、
推
せ
ん
し

ま
し
ょ
う
。
必
要
な
用
紙
は
同
封
し
て
い

ま
す
。

みんなの代表
2023 ～ 24 年の
総代を募集します

▶
今
年
６
月
の
第
２
回
総
代
会
の
様
子
。
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あなたも総代に
～総代選挙がはじまります～

２
年
に
１
度
の
総
代
選
挙
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

総
代
は
、
年
に
１
度
（
通
常
）
開
か
れ
る
最
高
意

思
決
定
機
関
「
総
代
会
」
を
構
成
し
ま
す
。
ま
た
２

年
に
１
度
、
役
員
（
理
事
・
監
事
）
を
選
任
し
ま
す
。

く
ら
し
コ
ー
プ
へ
の
思
い
を
、
あ
な
た
も
持
ち
寄

り
ま
し
ょ
う
（
立
候
補
）
。
あ
な
た
の
思
い
を
身
近

な
総
代
に
託
し
ま
し
ょ
う
（
推
薦
）
。

総代は組合の代表で、選挙によって選ばれます。
総代は、組合員であれば、どなたでも立候補でき、
立候補または組合員の推薦という方法で選びます。

任期は２年。再任は可能です。
くらしコープでは、京都府全域を 1 つの選挙区

とし、１1 ０人の総代を選出することにしていま
す。

京都府全域を 1 つの選挙区としてい
ます。なるべく全エリアから選出できる
ようにしたいですね。

総代 110人総代 110 人

組合員 1247 人組合員 1247 人
�� （2022 年 8 月末）（2022 年 8 月末）

総代の選出方法は？
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総代選挙のスケジュールは？

❿月
選挙管理委員会の立ち上げ

⓫月
総代選挙公告 ・総代選挙

理事長が、理事会の承認を得て、組
合員（役職員含む）の中から 3 人以上
5 人以内の総代選挙管理委員会を任命
します。

選挙管理委員会は、機関誌「紫式部」
11 月号の誌上にて総代選挙の立候
補受付期間や手続き方法等の公告を
行い、選挙を実施します。なお、総
代選挙規約第 6 条により、立候補者
が定数以内である場合は、投票によ
らず、全員当選となります。総代が決まったら？

⓬～❶月
総代氏名公告

～ 2023 年❻月
（総代会開催までに）

総代懇談会の開催

選挙管理委員会は、機関誌「紫式部」
12 月～ 1 月号の誌上にて総代選挙当
選者（総代）の氏名を公告します。

選出された総代は、来年 6 月予定の
総代会までに会議（時期・回数は未定）
に出席していただき、事業の進捗状況や
年度計画の報告を受けたり、議案書作成
への意見・要望などを話し合います。

総代会開催

～ 2023 年❻月
総代会参加 ・議決
総代は通常総代会に出席し、1 年間の事業

や活動のまとめ、次年度の計画、予算、役員
の選任（改選期＝次回）など重要な事項を議
決します。
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介護支援センター

紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられ

るように、一緒に考えてケアプラン（サー

ビス計画書）を作ります。地域の人と住み

慣れた家で生活できるように暮らし丸ごと

支援します。

　　

　駒井明美
気をつけましょう…首・肩・背中！

　70 年も女王をされていた英女王の国葬があ

りました。200 の国と地域から 500 人規模

の方が参列され行われているのを、テレビで見

ていました。大型台風も来て京都は暴風警報が

出ましたが、自宅周辺は何も変わりがなく、本

当に良かったです。

　私事なんですが、もうずっと肩こりや背中（肩

甲骨）痛があり、湿布で何とかおさまりました。

首のスジも固くなり回らなくなったりで、運動

不足なのか…と思っていました。整形を受診す

ると、どうも「スマホ首」らしいのです。そう

言えば最近よくスマホでゲームしたり、マンガを

読んだりしているのが…と思いあたります。

　長時間うつむいたままの姿勢が「ストレート

ネック」の状態になり、痛みが起きるとの事。

首はボウリングの球を常に乗せているようなも

ので、目線がうつむかないような姿勢を心がけ

るように言われました。また、「スマホ指」が

起こる事もあり、親指やスマホを持つ時小指で

ささえていたりすると、痛みだけではなく、変

形するよ！とも言われました。

　皆さま、私もですが、気をつけてください！

11 月の事業所だより

デイサービスセンター
きらく庵

西陣

訪問介護ゆず

「やっぱり家が一番ええ！」そんな思いに

応えます。経験豊富なヘルパーが住み慣れ

た家で毎日過ごせるようにお手伝いします。

みんなの笑顔が一番！気持ちに寄りそって、

安心して暮らせるお手伝いをします。

きらく庵
デイサービスセンター西陣

家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフ

とワイワイにぎやかに過ごすもよし、趣味に没頭

するもよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練も

しっかりやりますよ。みんながウキウキわくわく

する楽しいデイサービスをめざしています。
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●
こ
ん
な
事
も
お
引
き
受
け
い

た
し
ま
す

買
い
物
代
行
／
通
院
・
散

歩
な
ど
外
出
の
同
行
／
ミ
ニ

引
越
し
／
簡
単
な
大
工
仕
事

／
網
戸
・
障
子
・
襖
の
張
替

／
相
続
・
遺
言
書
の
作
成　

な
ど

●
マ
ン
シ
ョ
ン
・
施
設
の
清
掃
、

空
き
家
管
理

マ
ン
シ
ョ
ン
や
施
設
な
ど

の
屋
内
外
の
清
掃
、
空
き
家

の
管
理
（
清
掃
・
補
修
等
）

む
）、
個
人
事
業
主
、
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
、
町
内
会
な
ど
か

ら
の
ご
要
望
も
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

●
庭
木
の
剪
定
・
草
刈
り

庭
木
の
剪
定
、
伐
採
、
草

刈
り
、
草
引
き
、
落
ち
葉
掃

除
、
及
び
発
生
ゴ
ミ
の
処
理

作
業　

な
ど

●
ご
自
宅
の
清
掃

居
室
、
台
所
、
洗
面
所
、

風
呂
、
ト
イ
レ
、
換
気
扇
・

エ
ア
コ
ン
の
簡
単
な
清
掃　

な
ど

●
不
用
品
の
片
付
け
・
処
理

不
用
品
の
片
付
け
・
処
理
、

書
類
・
家
財
の
整
理
整
頓
、

家
具
の
移
動　

な
ど
（
＊
不

用
品
運
搬
処
分
は
、
提
携
す

る
専
門
業
と
共
に
実
施
し
ま

す
）

●
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
下

見
・
見
積
り
の
上
、
当
会
の

登
録
ワ
ー
カ
ー
に
お
願
い
し

作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
（
場
合
に
よ
り
提
携
業
者

を
斡
旋
し
ま
す
）

●
非
営
利
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ほ
う
じ
ん

だ
か
ら
安
心
料
金
で
す
。

※
下
見
・
見
積
り
は
無
料

で
す
。

※
利
用
料
金
は
後
日
清
算

と
し
て
い
ま
す
。

※
く
ら
し
コ
ー
プ
で
は
、
「
お

世
話
が
好
き
」
「
空
い
た
時

間
を
有
効
に
使
い
た
い
」、

こ
ん
な
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
を
常

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。

NPO法人

くらしコープ
だより

生活支援・居住支援
事業専門電話

075 （205） 5512

（月曜日～金曜日　１０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   福尾泰樹
                   福島広志   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
　
ご
相
談
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　 

ご
連
絡
下
さ
い
！

く
ら
し
の
お
困
り
事
あ
り

ま
せ
ん
か
？
介
護
保
険
が
利

用
で
き
な
い
、
近
く
に
助
け

て
く
れ
る
人
が
見
当
た
ら
な

い
、
く
ら
し
コ
ー
プ
は
、
日

常
生
活
で
の
お
困
り
事
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
法
人
・
団
体
（
寺
社
を
含

今
年
度
か
ら

生
活
支
援
事
業

の
総
合
窓
口
に　

（
Ⅱ
）

11月25日（金）
9 ： 00 ～

　　　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！
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よろず
　　相談
　　　コーナー
　　　　（第 4回）

どうしたものかとお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。早めの方が良いですよ。専門職（弁護士、

行政書士、社会福祉士）の組合員や、連携している専門職のグループが相談を受けています。

組合員の皆さんが利用できる事業を紹介します！　　　TEL�075-205-5512　

　大切な生前の内の整理（アルバム）

幼少期の両親や兄弟とのショットをは

じめ、学生時代の修学旅行、社会人になっ

て職場の同僚との山歩き、また、結婚し

て子どもが誕生し、その子達の運動会な

どなど、思い出の写真を納めたアルバム

は数冊ではすまないでしょう。その一冊

の沢山のアルバムから、これはと思う写

真を選び、近所の写真屋さんの協力を得

て、一冊のおしゃれなアルバムに整理さ

れた組合員さんがいます。写真屋さんも

「すばらしい仕事をさせてもらった。勉

強になりました。」と脱帽。残った親族

が処分しづらい物の一つです。挑戦して

みませんか。家族と一緒に作業されるの

もお奨めです。想い出に浸って時間がか

かるでしょうが、それもまたよし。

大切な生前の内の整理（契約書）

日常生活を送る上で、余り意識はされてい

ないかも知れませんが、私たちは色々なサー

ビスを受けて生活をしています。・電気、ガス、

水道

・固定電話、携帯電話

・ＮＨＫの受信

・クレジットカード

・インターネット

・生協の共同購入、宅配

・新聞購読

・習い事

それぞれの契約先や引き落としの口座を書

き出す、あるいはお客様番号が記載されてい

るお知らせの通知（はがき）などを保存する

（写しでも良いですね）ことで情報を共有して

みませんか。

印鑑登録証明

相続の手続きなどの相談を受けているとき、印鑑登録をされていない方を散見します。

持ち家の場合、土地建物の所有者（名義人）が夫になっている例が多いように思われます。

そのこともあってか、夫は印鑑登録されているが、妻はされていないとか。また、先日は、

父親が死亡していることから、代襲相続人になった甥っ子さんに、「遺産分割協議書に実

印を押印して頂きたい」と話したところ、「印鑑登録していません」との返事がありまし

た。社宅に住まわれて、必要でなかったとのことです。シャチハタや、量産されている

印鑑は受け付けてもらえませんが、はじめて印鑑登録される場合は、手数料は不要です。

印鑑登録カードを紛失され、再発行する場合や、印鑑登録証明書を発行してもらう際に

は数百円の手数料が必要です。

最
近
の
貴
重
な
相
談
事
例

を
ヒ
ン
ト
に
、
少
し
説
明
等

を
付
け
加
え
て
み
ま
し
た
。

ご
参
考
ま
で
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
利
用

で
き
る
事
業
を
紹
介
し
ま

す
！暮

ら
し
の
中
で
の
困
り
ご

と
、
一
人
で
ど
う
し
た
も
の

か
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

共同作業

実現！
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受
験
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
同
居
を
希
望

さ
れ
る
受
験
生
及
び
そ
の
親

御
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
そ
ろ
そ
ろ
増
え
て
き
ま

す
。
空
き
室
を
提
供
し
て
も

良
い
と
い
う
方
の
一
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
田
辺
市
内
で
ホ
ー

ム
シ
ェ
ア
し
た
い
学
生
さ
ん

を
紹
介
し
て
下
さ
い
～

「手話」クイズ

  ①③ ②

（回答15㌻）

◆
「
幸
せ
」
の

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

右手拳を下に向け
て水平に半円を描
く。

右手の指先をや
や斜め上に向け
て軽く下ろす。

右手親指と 4 指
で顎を撫で下ろ
しながら 5 指を
閉じる。

手話　　　サークル

毎月　第 1・第 3・第 5 木曜日 14：00

　本部１階ホール

指
文
字

小指を立て、4 本の指を握
る。〝Ｉ″の形を作る

「Ｉ」

安心できる市民生活に向けて全力投球！
相続、遺言など暮らしの中での困りごと、

各種書類の作成などお気軽にご相談ください
福島行政書士事務所（京都市北区小山下初音長 24）

 TEL　075（494）0050
 FAX   075（494）0025   
  E-mail:shortstop0213@gmail.com
 月～金　午前９時半～午後５時半

現
在
、
京
都
市
内
で
、
く

ら
し
コ
ー
プ
が
高
齢
者
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
同
居
さ
れ

て
い
る
大
学
生
は
１６
人
に
及

ん
で
い
ま
す
。「
少
し
で
も
安

い
家
賃
で
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
た
く
て
」
等
々
、
動
機

は
様
々
で
す
が
、
嬉
し
い
「
効

果
」
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。　

デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て
障
害

者
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
家
主
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん

と
、
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
ア
ル
バ
イ
ト
（
声
掛
け
、

見
守
り
等
々
）
を
さ
れ
て
い

る
大
学
生
が
協
力
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
南
丹
市
日
吉
町
に
あ
る

キ
ャ
ン
プ
場
「
京
都
府
立
府

民
の
森
ひ
よ
し
」
で
、
障
害

者
に
思
い
思
い
の
旗
を
製
作

し
て
も
ら
い
、
完
成
後
は
秋

空
に
高
く
掲
げ
な
が
ら
場
内

を
大
行
進
。
好
天
に
も
応
援

し
て
も
ら
っ
た
秋
の
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
次
は

ど
の
よ
う
な
企
画
を
さ
れ
ま

す
か
。
楽
し
み
で
す
。

家
主
さ
ん
・
大
学
生

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

共同作業

実現！

▲京都府立府民の森ひよし（ウェブサイトより）
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理事会
委員会
だより

第
４
回
理
事
会
報
告

　
　

（
９
月
１９
日
）

▼
財
務
報
告
（
表
参
照
）

（
＊
）
生
活
支
援
事
業
は
７
月

以
降
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー

プ
に
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
水
口
さ
ん
を
功
労
者
に
推
薦

京
都
府
生
協
連
合
会
の
功
労
者

表
彰
に
前
理
事
長
の
水
口
武
夫

さ
ん
を
推
薦
し
ま
し
た
。

（
表
彰
式
は
１０
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
）

▼
全
会
一
致
で
国
葬
反
対
を
決

議
（
要
旨
別
掲
）

共
同
墓
管
理
運
営
委
員
会

▼
第
２
回
お
墓
委
員
会�

９
月
14
日

〔
内
容
〕

①
第
６
回
合
同
慰
霊
祭
の
反
省

②
秋
の
交
流
会
（
１０
月
１２
日
）

※
墓
友
は
７１
名
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
平
和
委
員
会

▶
環
境
平
和
の
つ
ど
い　

９
月
28
日
５
人

〔学
習
〕
令
和
５
年
度
一
般
会
計
概

算
要
求
に
み
る
環
境
と
平
和
、
く

ら
し
と
国
政
。

〔
報
告
〕
映
画
「
原
発
を
止
め
た

裁
判
長
」
主
演
、
旬
報
社
刊
「
私

が
原
発
を
止
め
た
理
由
」
著
者
、

福
井
地
裁
元
裁
判
長
・
樋
口
英
明

さ
ん
に
つ
い
て
報
告
。

〔お
知
ら
せ
〕

１１
・
３
憲
法
集
会
㏌
京
都

１１
月
３
日

（木

・
祝
）
１
時
半

東
山
区
円
山
公
園
野
外
音
楽
堂

講
演
＝
小
森
陽
一
さ
ん
（
九
条
の

会
事
務
局
長
・
東
大
名
誉
教
授
）

主
催
＝
憲
法
９
条
京
都
の
会
他

▶
南
相
馬
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

８
月
17
人
１
万
７
０
０
０
円

９
月
１８
人
１
万
８
０
０
０
円

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
累

計
は
３３
万
１
０
０
０
円
に
な

り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
、
福
井
地
裁

で
大
飯
原
発
運
転
差
止
判
決

を
下
し
た
樋
口
英
明
裁
判
長

は
「
自
分
は
特
別
な
こ
と
を

や
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
原

発
は
、
電
気
で
水
を
送
り
続

け
て
ウ
ラ
ン
燃
料
を
冷
や
し

続
け
な
い
限
り
過
酷
事
故
に

な
る
。
つ
ま
り
停
電
し
た
り

断
水
し
た
り
す
る
だ
け
で
過

酷
事
故
に
な
る
の
で
す
。
電

力
会
社
の
、『
こ
の
原
発
敷
地

（
９
㌻
に
続
く
←
）

　御寄付
9 月 14 日～１０月１６日

　　　ありがとう

　　　　　 ございました。
　　　池添 素、絵手紙教室、

　　書道教室、　匿名 1 人

　　　　　　　（アイウエオ順・敬称略）

わたしたちは安倍元首相の国葬に反対します （要旨）

不当な暴力で亡くなった安倍元首相には、 心から哀悼の意を表

します。 また、 政治家に対する暴力はいかなる理由があろうと、 民主

主義の原則を否定する行為であり、 極めて遺憾です。

しかしながら、 わたしたちは、 安倍元首相の国葬 「国葬議」 を閣

議決定したことに抗議し、 反対します。

１９６７年吉田茂の 「国葬」 に際して、 内閣法制局は 「法的根

拠が明確でない」 と答弁しています。 今回、 政府は、 内閣府設置

法４条にある 「国の儀式」 という記述を根拠にしていますが、「国葬令」

の失効によってすでに廃止されている国葬を、 国の儀式に含める解

釈には無理があります。 また、 国権の最高機関である国会での審議

を経ずに決定することは、 民主主義の根幹を揺るがすことだと考えま

す。

根拠が明確でない国葬について、 国会の審議も経ず、 国民の税

金を使う事は、 正しい国政の在り方ではないと考えます。

　以上、 わたしたちは、 安倍元首相の 「国葬」 に反対します。

２０２２年９月２０日　 　　　　　　　　　　　　　京都高齢者生活協同組合くらしコープ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４回理事会　　

1249人
20002口

人数 口数
加入 3人 9口
増資 4人 8口
脱退 1人 13口
増減 2人 4口

組織状況（2022年9月末現在）

組合員総数
出資金残高

9月実績

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 7,176 6,201 🔼🔼975

経費合計 6,378 6,410 32

事業剰余 798 🔼🔼209 🔼🔼1,007

経常剰余 846 21 🔼🔼825

　　　　　　　8月度経営状況　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 33,721 34,678 957

経費合計 34,087 35,930 1,843

事業剰余 🔼🔼366 🔼🔼1,252 🔼🔼886

経営剰余 12 🔼🔼404 🔼🔼416

4～8月度累計　(千円）

お 2人と 2サークル
総額１2万 3,500 円
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サロン
サークル
だより

地域の
たより

子
ど
も
食
堂

「
ま
ん
ぷ
く
」

▶
９
月
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

９
月
２4
日
、
秋
晴
れ
！

参
加
は

総
勢
１
２
０
人
。
（
過
去
最
多
）

・
園
児
１6
、
小
学
生
26
、
中
学

生
３
、
保
護
者
16
、
単
独
40
、

ス
タ
ッ
フ
１３
、
激
励
６
人
（
＊
）

＊
「
京
都
食
べ
も
の
文
化
研
究

会
」
の
皆
さ
ん
。
お
志
を
届
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。

⦿
初
め
て
お
菓
子
の
く
じ
引

き
。
初
参
加
の
教
員
志
望
の
学

生
さ
ん
が
頑
張
っ
て
下
さ
り
、

み
ん
な
楽
し
そ
う
で
し
た
。

〔
感
想
か
ら
〕
「
野
菜
を
１
つ
選
ん

で
下
さ
い
」
に
男
の
子
「
お
母
さ

ん
か
ぼ
ち
ゃ
ス
ー
プ
作
っ
て
く
れ

る
？
」
お
母
さ
ん
「
作
る
よ
」
。

子
ど
も
３
人
と
お
母
さ
ん
計
４
個

持
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
今
夜
笑

顔
で
食
卓
を
囲
ん
で
い
る
様
子
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。

◀
11
月
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

１１
月
26
日(

土)

１５
～
１７
時

く
ら
し
コ
ー
プ
本
部
前

※
お
問
い
合
わ
せ
は
岩
井
さ
ん
ま
で

(

０
９
０-
３
８
９
４-

２
７
９
９)

読
書
サ
ー
ク
ル

▶
10
月
読
書
会

『
二
十
四
の
瞳
』
八
・
九
章

◀
11
月
読
書
会

１１
月
２
日

（
水
）
１
時
半
～

壷
井
栄

『
二
十
四
の
瞳
』

十
章
～
読
了
し
ま
す
。

◀
１2
月
、
月
２
回
制
ス
タ
ー
ト
。

毎
月
第
１

（
水
）
は
社
会
問
題

第
３

（
水
）
は
名
作
を
読
む
会
。

時
間
・
会
場
は
従
来
ど
お
り
１

時
半
～
２
時
間
弱
、
く
ら
し

コ
ー
プ
本
部
１
階
ホ
ー
ル
に
て

１２
月
７
日
（
水
）
は
社
会
問
題

例
会
、
テ
キ
ス
ト
は
岩
波
新
書
・

海
渡
雄
一
著
「
原
発
訴
訟
」
。

同
２1
日
（
水
）
は
名
作
を
読
む

会
、
テ
キ
ス
ト
は
新
井
満
著
・

朝
日
新
聞
社
刊
「
自
由
訳　

般

若
心
経
」
で
す
が
絶
版
。

映
画
サ
ー
ク
ル　

◀
１１
月
例
会�

『
チ
ャ
サ
ン
オ
ボ
』

１１
月
１３
日(

日)

①
１０
時
半
～　

②
１
時
半
～

③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

監
督
： 
イ
・
ジ
ュ
ニ
ク

キ
ャ
ス
ト
： 
ソ
ル
・
ギ
ョ
ン

グ
、
ピ
ョ
ン
・
ヨ
ハ
ン

韓
国
作
品
・
１
２
６
分

１
８
０
１
年
、
第
22
代
国
王
・

正チ
ョ
ン
ジ
ョ祖

亡
き
後
を
継
い
だ
幼

い
純ス

ン
ジ
ョ祖

に
代
わ
り
曾
祖
母
の

貞チ
ョ
ン
ス
ン純

王
后
が
権
力
を
握
る
と
、

天カ
ト
リ
ッ
ク

主
教
を
迫
害
、
正
祖
の
側
近

た
ち
を
追
放
し
た
。
熱
心
な
カ

ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
天
才
学
者

丁チ
ョ
ン
・
ヤ
ク
チ
ョ
ン

若

銓
も
黒フ

ク
サ
ン
ド

山
島
に
配
流
さ

れ
る
…
…
。

（
８
㌻
か
ら
続
く
）

に
限
り
震
度
６
や
７
の
地
震
は

来
ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
下
さ

い
』
と
い
う
言
い
訳
を
信
用
す

る
か
し
な
い
か
が
原
発
訴
訟
の

本
質
で
す
。
専
門
技
術
の
訴
訟

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
で
も
理

解
で
き
、
議
論
に
加
わ
れ
る
、

確
信
が
持
て
る
当
た
り
前
の
こ

と
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。 

（
稲
葉
）

本
部
ホ
ー
ル
模
様
替
え

㈠
コ
ロ
ナ
対
策
の
飛
沫
防

止
策
を
、
ビ
ニ
ー
ル
幕
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
ネ
ル
に
変

更
し
ま
し
た
。

㈡
椅
子
・
玄
関
マ
ッ
ト
を

交
換
、
ス
リ
ッ
パ
も
新
調
し

ま
し
た
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 （
事
務
局
）

こ
と
ら
い
ふ
東
寺

入
居
者
の
日
々
第
２
回

K
さ
ん
84
歳
。
ご
主
人
を

亡
く
さ
れ
た
の
を
機
に
、
山

口
県
柳
井
か
ら
娘
さ
ん
の
住

む
京
都
に
。
で
も
同
居
で
な

く
一
定
の
距
離
を
と
入
居
。

Y
さ
ん
男
性
。
こ
と
ら
い

ふ
東
寺
入
居
準
備
と
し
て
近

所
の
借
家
に
、
「
こ
ど
も
将
棋

教
室
」
を
主
宰
し
た
り
、
老

人
会
の
会
長
と
し
て
も
活
躍
。

A
さ
ん
は
連
れ
合
い
の
Ｄ

Ｖ
か
ら
緊
急
避
難
的
に
入
居
。

入
居
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
励
ま

さ
れ
て
生
活
さ
れ
て
ま
す
。

 

（
増
田
二
三
夫
）
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の
要
望
を
国
や
自
治
体
に

し
っ
か
り
届
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
。

（
※
１
）
利
用
者
に
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

事
業
者
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
や
回
数
に
応
じ
て
支

払
わ
れ
る
費
用
。

（
※
２
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
、
介
護
度
や
生
活
状
況
に

応
じ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

や
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

た
め
の
相
談
や
調
整
を
行
う

こ
と
。

で
な
く
、
介
護
保
険
以
外
も

含
め
た
総
合
的
な
相
談
や
調

整
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
導
入
は
、
「
有

料
な
ら
い
ら
な
い
」
と
サ
ー

ビ
ス
利
用
を
や
め
て
し
ま
っ

た
り
、「
相
談
」
そ
の
も
の
を

控
え
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
必
要
な
人
を
介
護
保
険

制
度
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

改
定
内
容
の
検
討
の
際
に

必
ず
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
、

「
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
の
確
保
」
で
す
。

け
れ
ど
こ
れ
だ
け
負
担
が

増
え
た
の
で
は
、
介
護
保
険

〝
制
度
だ
け
〟
が
持
続
し
て
い

く
様
子
を
、
保
険
料
は
払
っ

て
も
利
用
で
き
ず
に
指
を
く

わ
え
て
見
る
ば
か
り
に
な
る

の
で
は
…
と
恐
ろ
し
く
な
り

ま
す
。

介
護
保
険
部
会
で
「
介
護

保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
」
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
る
１２
月
ま
で
に
、
利
用
者

さ
ん
や
ご
家
族
、
介
護
現
場

・
「
地
域
支
援
事
業
」
と

は
、
全
国
一
律
の
介
護
保
険

給
付
で
は
な
く
市
町
村
事
業

で
す
。
財
政
が
厳
し
く
な
れ

ば
縮
小
さ
れ
か
ね
ず
、
地
域

間
格
差
も
生
み
ま
す
。
５
年

前
に
要
支
援
１
、
２
の
ヘ
ル

パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

「
地
域
支
援
事
業
」
に
移
行
し

た
際
の
よ
う
に
、
「
今
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
」
「
報
酬
が
下
が
り
事
業

所
が
撤
退
し
た
」
な
ど
の
混

乱
が
ま
た
起
こ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
要

介
護
１
，
２
に
多
い
、
身
体

的
な
介
護
は
多
く
な
い
認
知

症
の
方
や
一
人
暮
ら
し
の
方

に
、
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
届
か

な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

見
過
ご
せ
な
い
内
容
③

在
宅
利
用
者
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
※
２
）
に
利
用

者
負
担
を
導
入
す
る

・
現
在
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
利
用
者
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
だ
け

介
護
保
険
制
度
・
介
護
報

酬
の
次
の
改
定
は
２
０
２
４

年
度
で
す
。
既
に
厚
生
労
働

省
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護

保
険
部
会
で
論
議
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
見

過
ご
せ
な
い
内
容
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

見
過
ご
せ
な
い
内
容
①

利
用
者
負
担
を
原
則
２
割

に
、
又
は
２
割
の
対
象
範
囲

を
拡
大

・
現
在
は
原
則
１
割
負
担

で
す
の
で
、
９２
％
の
方
が
１

割
負
担
で
す
。
原
則
２
割
に

な
れ
ば
、
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
今
の

２
倍
に
な
り
ま
す
。「
利
用
料

が
払
え
な
い
」「
回
数
を
減
ら

し
ま
す
」
と
い
う
人
が
続
出

す
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
は
、

お
金
が
あ
る
人
し
か
生
活
に

必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

見
過
ご
せ
な
い
内
容
②

要
介
護
１
、２
の
ヘ
ル
パ
ー

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
「
地
域

支
援
事
業
」
に
移
行

介
護
保
険
制
度
で
は
、

制
度
と
介
護
報
酬
（
※
１
）

が
３
年
に
１
度
改
定
さ
れ
ま
す

制
度
開
始
か
ら
２０
年
以
上

経
て
ば
色
々
手
を
加
え
る
こ

と
も
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
、
当
初
、
利
用

者
負
担
は
一
律
１
割
負
担
で

あ
っ
た
の
に
２
割
・
３
割
負

担
が
導
入
さ
れ
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
援
助
時
間
は
大
幅
に

縮
小
さ
れ
、
昨
年
は
特
養

ホ
ー
ム
な
ど
施
設
の
利
用
者

負
担
が
月
２
万
円
以
上
も
増

え
…
。
改
定
の
度
に
使
い
づ

ら
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

理事長　井上ひろみ
社会福祉法人　七野会４⃣

～エイコンズ 11 月予定～

「原発の町を追われて 10年」上映とトーク
18日（金）１４：００～１６：００
エイコンズ・ビレッジ（くらしコープ事務所近く）にて
参加費：千円
要予約：０７５－４９３－２９８３
福島県双葉町で畜産をされていた鵜沼久江さんの
トークあり。
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を
歩
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

山
口
百
恵
の
「
古
都
」
の

撮
影
や
、
数
多
く
の
俳
優
の

撮
影
が
今
も
続
い
て
い
て
テ

レ
ビ
で
よ
く
見
ま
す
。

川
端
通
が
狭
い
頃
は
、
土

手
に
は
公
設
市
場
や
教
育
会

館
（
炎
上
）、
木
下
サ
ー
カ
ス

の
数
日
興
行
、
他
に
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

紫
式
部
の
時
代
か
ら
千
年

後
の
事
で
す
。

紫
式
部
ゆ
か
り
の
蘆
山
寺
近
く

源
氏
物
語
の
創
作
中
、
散

策
し
て
い
た
の
で
は
と
思
わ

れ
ま
す
。

川
面
や
糺
の
森
、
東
山
、

北
山
、
西
山
の
稜
線
は
今
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
風
景
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

賀
茂
大
橋
（
今
出
川
通
り
）

か
ら
鴨
川
公
園
を
丸
太
町
橋

ま
で
南
へ
行
き
ま
す
。

目
撃
し
た
！

歴
史
的
事
件

昭
和
28
年
、
荒
神
橋
事
件
。

警
官
と
学
生
が
橋
上
で
衝
突

し
欄
干
が
こ
わ
れ
て
多
く
の

学
生
が
川
に
転
落
し
て
負
傷

し
ま
し
た
。
京
都
生
協
の
元

理
事
長
横
関
さ
ん
や
夏
目
弁

護
士
も
学
生
で
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
て
い
た
と
聞
き
ま

し
た
。

５
才
で
し
た
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

流
れ
は
続
い
て

賀
茂
大
橋
か
ら
鴨
川
右
岸

を
少
し
南
へ
行
っ
た
と
こ
ろ

に
み
そ
そ
ぎ
川
、
高
瀬
川
の

取
水
口
が
あ
り
ま
す
。
丸
太

町
橋
を
南
へ
少
し
行
く
と
、

地
下
を
流
れ
て
い
た
流
れ
が

姿
を
現
し
ま
す
。

今
は
公
園
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
す
が
、
昭
和
３５
年
頃
ま

で
、
取
水
口
あ
た
り
か
ら
、

南
へ
向
か
っ
て
砂
利
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。
川
か
ら
も
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
砂
利
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
荒
神
橋
を
南

に
少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
に
鉄

塔
が
あ
り
、
ト
ロ
ッ
コ
で
運

東 西 南 北東 西 南 北  

紫
式
部
の
今
む
か
し

�

　

宇
治
市　

神
保
謙
司

び
鉄
塔
へ
引
き
上
げ
、
小
石

と
砂
に
分
け
て
い
ま
し
た
。

昭
和
３４
年
の
大
水
害
で
荒
神

橋
の
橋
脚
が
こ
わ
れ
１
年
以
上

の
通
行
止
め
も
あ
り
ま
し
た
。

ス
ー
チ
ー
さ
ん
も

百
恵
ち
ゃ
ん
も

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
女

史
は
川
端
通
近
衛
の
学
舎
で

し
た
。
荒
神
橋
や
鴨
川
公
園

＊
神
保
謙
司
さ
ん
は
、
現
在
は

宇
治
市
在
住
で
す
が
、
紫
式
部
ゆ

か
り
の
蘆
山
寺
か
ら
は
５
０
０
ｍ
、

荒
神
橋
か
ら
は
１
０
０
ｍ
あ
る
か

な
い
か
の
地
で
幼
少
期
～
青
年
期

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
荒
神
橋
事
件

昭
和
28
年
11
月
11
日
、
立
命
館

大
学
広
小
路
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
集

会
に
合
流
し
よ
う
と
京
都
大
学
か

ら
向
っ
た
学
生
デ
モ
隊
と
警
官
隊

が
鴨
川
に
か
か
る
荒
神
橋
上
で
衝

突
し
た
事
件
で
、
北
区
在
住
の
組

合
員
・
横
関
初
恵
さ
ん
が
今
年
出

さ
れ
た
随
筆
集
「
日
々
に
幸
あ
れ　

横
関
初
恵
エ
ッ
セ
ー
選
集
」
で
体

験
を
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

＊
紫
式
部

２
０
２
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
を
お
楽
し
み
に
。
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童
心
社
は
、
親
と
子
の
た

め
の
絵
本
を
出
し
続
け
て
き

た
老
舗
で
す
。
絵
本
と
読
者

の
間
を
つ
な
ぐ
《
小
誌
》「
母

の
ひ
ろ
ば
」
を
月
１
で
出
し

続
け
て
60
年
。
そ
の
７
０
０

号
が
届
き
ま
し
た
。　

「
そ
う
。
絵
本
で
子
育

て
し
て
た
な
あ
」
っ

て
。
例
え
ば
小
川
未

明
の
作
品
『
野
ば
ら
』
。

―
―
隣
り
合
っ
た

大
き
な
国
と
小
さ
な

国
。
国
境
を
定
め
て

兵
隊
が
一
人
ず
つ
派

遣
さ
れ
、
そ
こ
に
は

野
ば
ら
が
一
株
咲
い
て
い
ま

し
た
。
小
さ
な
国
の
兵
士
は

老
人
、
大
き
な
国
の
兵
士
は

若
者
。
老
兵
は
若
者
に
将
棋

を
教
え
、
若
者
は
す
ぐ
に
強

く
な
り
、
二
人
は
笑
い
合
っ

て
過
ご
し
ま
す
。
両
国
間
に

利
害
が
生
ま
れ
て
戦
争
が
起

こ
り
、
若
者
は
、
貴
方
と
は

戦
い
ま
せ
ん
、
と
言
っ
て
去

り
ま
し
た
。

時
は
過
ぎ
、
通
り
か
か
っ

た
旅
人
に
「
戦
争
は
?
」
と

老
人
は
聞
き
ま
す
。
「
終
わ
っ

た
よ
。
小
さ
な
国
が
負
け
て
。

兵
士
は
皆
殺
し
に

な
っ
て
」
と
告
げ

ま
し
た
。
「
あ
の
青

年
は
？
」
と
老
人

は
心
配
し
、
野
ば

ら

を

見

つ

め

て
、

い
つ
し
か
寝
入
り

ま
す
。

隊
列
が
近
づ
い

て
来
て
、
そ
の
先

頭
の
馬
に
乗
っ
た
指
揮
官

は
、
あ
の
青
年
。
馬
を
降
り
、

目
礼
し
、
足
元
の
野
ば
ら
の

花
を
嗅
ぎ
ま
し
た
。
老
人
は

声
を
掛
け
よ
う
と
し
て
、
目

が
覚
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

し
て
、
野
ば
ら
は
枯
れ
て
い

ま
し
た
。
…
と
。 

(

荒)

絵
本
で
子
育
て　

さ
り
げ
な
く
反
戦

清少納言
百六の段

先
月
号
で
お
知
ら
せ
が

あ
っ
た
、
故
井
上
吉
郎
さ
ん
の

遺
稿
2
編
中
、
早
速
読
め
る
運

び
と
な
っ
た
１
冊
で
あ
る
。

第
2
次
大
戦
の
敗
戦
国
日

本
の
領
土
問
題
は
い
ま
だ
に

解
決
し
て
い
な
い
部
分
が

多
々
あ
る
。
著
者
が
（
評
者

も
）
も
の
ご
こ
ろ
付
い
た
こ

ろ
は
、
奄
美
・
小
笠
原
・
沖

縄
の
島
々
は
い
ず
れ
も
米
軍

統
括
の
下
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
奄
美
が
そ
し
て

小
笠
原
が
返
還
さ
れ
た
後

も
沖
縄
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
た
。
ち
な
み
に
評
者
が

１
９
６
６
年
、
初
め
て
沖
縄

に
行
こ
う
と
し
た
時
は
身
分

証
明
書
を
取
得
す
る
よ
う
に

言
わ
れ
た
。
ま
た
そ
の
こ
ろ

在
籍
し
た
大
学
に
は
琉
球
か

ら
の
「
留
学
生
」
が
い
た
。

返
還
後
、
評
者
も
何
度
か

沖
縄
県
を
訪
ね
、
亜
熱
帯
の

白
砂
青
松
の
自
然
に
感
激
し
、

ま
た
戦
場
と
化
し
た
島
の
歴

史
を
聞
き
、
さ
ら
に
は
基
地

の
島
の
現
実
、
島
民
の
闘
争

を
垣
間
見
た
。
し
か
し
本

書
を
読
み
、
予
習
復
習
が
ほ

と
ん
ど
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
。
人
生
の
「
伴

走
者
」
が
、
そ
ば
に

在
り
な
が
ら
、
お
ろ

そ
か
に
し
、
伴
走
を

た
の
む
こ
と
を
し
な

か
っ
た
の
だ
。

本
書
の
半
分
の
ペ
ー
ジ

を

占

め

る
「

沖

縄

書

評

」

に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

書

籍

は

23

冊
、

本

代

は

4
万
５
６
５
２
円
＋
税
に
の

ぼ
る
。
著
者
の
性
格
か
ら
し

て
、
す
べ
て
買
い
求
め
て
い

る
と
思
わ
れ
る
し
、
取
り
上

げ
き
れ
な
か
っ
た
本
も
多
数

あ
る
だ
ろ
う
。
井
上
さ
ん
は
、

そ
れ
ほ
ど
、
伴
走
者
を
大
切

に
し
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
沖
縄
書
評
」
以
外
の
章
も
ふ

く
め
本
書
を
貫
い
て
い
る
井
上

吉
郎
さ
ん
の
生
き
様
―
そ
れ

は
伴
走
者
を
大
切
に
し
深
く

交
わ
り
、
走
り
な
が
ら
学
び
、

学
び
な
が
ら
走
り
切
っ
た
姿

勢
だ
。
評
者
も
余
生
を
、
走

り
切
る
こ
と
は
無
理
で
も
、

よ
き
伴
歩3

者
を
見
つ
け
て
、

人
生
の
歩
を
進
め
な
く
て
は

と
思
っ
た
。 
（
回
遊
魚
）

読
書

井
上
吉
郎
著

『
人
生
の
伴
走
者
』

　〈本書は、故人のご遺

志により、本誌＝紫

式部 11 月号に同梱

してお届けさせてい

ただいております。〉

正
誤
表

２４
㌻
４
行
目

　

×
乾　

→
〇
艮

５１
㌻
１２
行
目

　

×
郡
島
→
〇
群
島
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確
か
に
お
米
は
オ
カ
ネ
に
替

わ
り
ま
し
た
。
で
も
安
心
は
で

き
ま
せ
ん
。
豊
葦
原
の
瑞
穂
の

国
は
、
実
は
地
震
の
国
で
も
あ

り
ま
し
た
か
ら
。
地
球
の
中
心

に
コ
ア
と
呼
ば
れ
る
核
。
そ
れ

を
包
む
内
殻
と
外
殻
。
さ
ら
に

マ
ン
ト
ル
と
い
う
岩
層
が
こ
れ

を
固
め
ま
す
。
そ
の
外
側
に

板
の
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
地
面

が
乗
っ
て
居
て
、
年
速
５
セ
ン

チ
。
ゆ
っ
く
り
動
い
て
い
る
の

で
す
。

　

北
は
北
ア
メ
リ
カ
、
西
は

ユ
ー
ラ
シ
ア
、
南
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
、
東
は
太
平
洋
プ
レ
ー

ト
が
寄
せ
合
っ
て
い
て
複
雑
。

プ
レ
ー
ト
の
移
動
す
る
力
は
、

地
球
内
部
の
マ
ン
ト
ル
対
流

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

北
ア
メ
リ
カ
プ
レ
ー
ト

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

太
平
洋
プ
レ
ー
ト 

 
[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の

雑
草
お
イ
ネ
の
里
帰
り　

➑
プ
レ
ー
ト
は　

動
く　

❾
古典的ごみと自然素材

引抜いた雑草、剪定した枝、割ばし、木箱な

どの草木・木片類は昔からの「古典的ごみ」です。

でも竈
かまど

で御飯を炊いていた時代では、これらは

燃料になり、ごみにはならなかったはず。

この季節のごみ調査でよく見られる、大量の

落葉も、私の近くの公園では、住民有

志によって、堆肥にして土に戻す試み

がなされています。

木製品では、カマボコでも板付きで

なくなり、魚、イチゴ、リンゴなどの

木箱も姿を消しました。魚やイチゴの

木箱はプランターに、リンゴ箱に包装

紙を貼って木箱にしていたのは、私た

ちの世代が最後でしょう。使い捨ての

代表に上げられた割りばしも、本来は

製材時にでる端材の有効利用だったは

ず。最近は竹製が増えてきましたね。

逆にファーストフード店のスプーン、

フォークは木製になりつつあります。

時代は少しだけ昔に戻りつつあるのか

もしれません。

プラスチックは丈夫で、軽く、安価で、瞬く

間にすべての商品に普及し、現代の私たちの生

活はどっぽりとプラスチックに包まれていると

言っても過言ではないでしょう。赤ちゃんが最

初に手にして、口に入れるものがプラスチック

というのはちょっとさびしい。できれば木など

の自然素材であってほしいと、今までも木を

使って簡単なおもちゃなどを作ってきました。

数年前から、お店や会社から出てくる廃棄物

の中から安全なものを提供してもらい、これを

子どもに提供して、自由に好きなものを作って

もらうという事業に関わっています。提供され

たものを整理して、一室に陳列すると、素敵な

お店の店内のようで、「なぜこれらがごみになる

のか！」と考えてしまいます。くわしくはまた。

▲使い捨て商品（割りばし、爪楊枝）と食料品の容器 ・包装材
　（弁当箱、カマボコ板、串、アイスの棒等）
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京
都
高
齢
者
生
活
協
同
組

合
く
ら
し
コ
ー
プ
は
今
年
４

月
、
創
立
２０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

20
周
年
記
念
誌
を
刊
行
し
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
下
さ
い
。

①
原
稿
は
文
章
そ
の
他
多
様
な

作
品
を
歓
迎
し
ま
す
。

〔
文
章
〕
思
い
出
話
・
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
秘
話
。
こ
れ
か
ら

に
期
待
す
る
こ
と
、
事
業
へ

の
ア
イ
デ
ア
等
々
。

〔
文
芸
作
品
〕
詩
歌
類
、
絵

画
・
書
道
写
真
、
記
念
歌
な

ど
な
ど
。

〔
思
い
出
の
記
事
・
作
品
〕

紫
式
部
で
印
象
に
残
っ
た
記

事
・
連
載
、
作
品
等
。

〔
本
の
題
名
〕
そ
の
他
装

丁
ア
イ
デ
ア
も
あ
れ
ば
ど
う

ぞ
。

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

大募集！

年末恒例「今年の漢字」（くらしコープ全体

版）を、今年は公募します。今年 1 年をふり

かえって象徴できるような、漢字を 1 字推薦

して下さい。またその理由もかんたんに教え

て下さい。〆切は急ですが、11 月 7 日（月）

ＴＥＬ、ＦＡＸ・メール・郵送で（送り先は

15 ㌻奥付をご参照ください）

くらしコープ手話サークルの講師でＮＰＯ

法人でワーカーとしても活躍されている福村

賢二さんはじめ 4 人のろう者カメラマン恒例

の作品展がはじまります。

日常見慣れた風景の中に

斬新な発見があるのは研ぎ

澄まされた感性の賜物。

11 月 3 ～ 28 日

ホテルビナリオ嵯峨嵐山 1F

（ＪＲ嵯峨嵐山駅南口

広場の東）

〆
切
迫
る
！

②
日
程

〆
切
：
11
月
15
日
、

完
成
：
２
０
２
３
年
３
月

末
予
定

③
そ
の
他
お
願
い
す
る
点

文
章
は
８
０
０
字
程
度
ま
で
。

編
集
委
員
会
で
、
意
図
を

尊
重
し
つ
つ
圧
縮
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
題
名
等

お
ま
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

④
編
集
委
員
会

担
当
役
員
・
奥
谷
専
務
理
事

編
集
長
・
水
口
前
理
事
長

編
集
顧
問
・
荒
木
元
理
事
長

編
集
デ
ス
ク
・
赤
染
紫
式　

部
デ
ス
ク

⑤
入
稿
方
法

持
ち
込
み
、
郵
送
、
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま

す
。
返
信
用
封
筒
と
原
稿
用

紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
０
７
５-

４
３
２-

３
６
３
６
）

11月25日（金）
9 ： 00 ～

　　　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

写真展　　2022
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絵手紙教室

　

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
③
番
で
す
。

①
皆
。

②
あ
る
。

③
幸
せ
。

　

◆
編
集
室
の
窓
◆

　

風
の
便
り
（
11
㌻
）
に
ご
寄

稿
い
た
だ
い
た
神
保
謙
司
さ
ん

の
文
に
「
東
山
、
北
山
、
西
山
、

の
稜
線
は
今
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
風
景
だ
と
思
わ
れ
ま
す
」

と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
思
い
出

し
た
の
で
す
が
、
か
つ
て
関
電

が
稜
線
上
に
送
電
の
た
め
の
鉄

塔
を
立
て
よ
う
と
し
、
当
時
の

京
都
市
民
が
反
対
し
て
取
り
止

め
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
◆

令
和
5
年
度
一
般
会
計
概
算

要
求
を
み
る
と
、
「
内
閣
本
府

等
」
と
「
国
土
交
通
省
」
の
要

求
・
要
望
額
が
今
年
度
当
初
予

算
と
比
べ
て
各
１
兆
円
伸
長
で

突
出
し
て
い
ま
す
◆
群
馬
県
の

利
根
川
上
流
八
ッ
場
ダ
ム
を
見

て
も
有
明
海
の
諫
早
干
拓
堤
防

の
話
を
聞
い
て
も
、
時
の
政
権

の
思
惑
や
政
策
の
動
揺
で
、
農

漁
民
は
じ
め
住
民
は
右
往
左
往

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
◆
京
都
で

も
今
、
様
々
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
動
か
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
紫
式
部
（
く
ら
し

コ
ー
プ
機
関
誌
で
な
く
歴
史
上

の
人
物
の
）
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
ふ
る
さ
と
を
見
て
卒
倒

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
将
来

も
人
々
を
癒
し
て
く
れ
る
川
面

や
森
や
山
々
で
あ
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

 

（
赤
染
益
輝
）

発　行　　2022 年 11 月 1 日

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
　〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

　🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ info@k-coop.jp

  郵便振替　00910-2-234479

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

https://kyotoelder.coop/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�
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部
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20
22
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11
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号

【
11
月
予
定
に
つ
い
て
】

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
っ
て
変
更
に
な
る
場

合
が
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り
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最
終
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て
は
、
個
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に
お
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だ
さ
い
。
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